
清
凉
寺
蔵
仏
伝
扉
絵
厨
子
に
つ
い
て

高

　
　田

　
　
　
　
　詩

　
　
　
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
清
凉
寺
釈
迦
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
厨
子
の
中
で
仏
伝
図
が
描
か

れ
た
一
基
の
厨
子
（
以
後
、
仏
伝
扉
絵
厨
子
）
を
令
和
五
年
六
月
二
十
八
日
に
調

査
し
た
成
果
の
報
告
で
あ
る
。

　
こ
の
仏
伝
扉
絵
厨
子
に
関
す
る
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。
制
作
年
代
や
清
凉
寺

に
安
置
さ
れ
た
年
代
も
不
明
で
あ
る
。

　
図
像
は
、
万
寿
寺
蔵
「
涅
槃
八
相
図
」
な
ど
の
作
例
の
「
涅
槃
」、「
金
棺
出

現
」、「
金
棺
不
動
」、「
荼
毘
」、「
分
舎
利
」
場
面
と
類
似
す
る
。
そ
れ
ら
の
作
例

は
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
の
制
作
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
本
厨
子
は
こ
れ
ら

の
作
例
を
模
範
と
し
て
制
作
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　
さ
ら
に
樹
木
、
山
、
岩
な
ど
に
狩
野
派
の
特
徴
的
な
筆
法
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
本
厨
子
の
制
作
年
代
は
江
戸
時
代
ま
で
下
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ

て
本
厨
子
の
制
作
年
代
は
お
よ
そ
十
五
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
ま
で
と
推
測
で

　
　
　
要
　
　
旨

　
清
凉
寺
釈
迦
堂
内
に
は
扉
に
仏
伝
の
描
か
れ
た
厨
子
が
一
基
安
置
さ
れ
て
い
る
。
四

方
開
き
で
、
扉
は
八
面
あ
り
、
絵
は
扉
の
内
面
に
描
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
「
生
兜
率

天
」
か
ら
「
分
舎
利
」
ま
で
十
八
場
面
あ
る
。「
涅
槃
」、「
金
棺
出
現
」、「
金
棺
不
動
」、

「
荼
毘
」、「
分
舎
利
」
の
場
面
は
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
の
作
例
と
類
似
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
が
典
拠
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
本
来
吉
祥
草
座

の
場
面
は
降
魔
前
の
場
面
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
厨
子
で
は
降
魔
後
の
場
面
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
ほ
か
、
初
転
法
輪
の
下
部
の
場
面
に
象
が
二
頭
描
か
れ
、
初
転
法

輪
と
後
の
説
法
と
が
同
一
の
場
面
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
特
色
が
あ
る
。
中

世
仏
伝
図
の
作
例
と
し
て
の
資
料
的
価
値
は
高
い
。
貴
重
な
作
例
と
し
て
、
こ
こ
に
紹
介

す
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
①
清
凉
寺

　
②
仏
伝

　
③
厨
子

　
④
仏
伝
図
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き
る
。

　
本
厨
子
は
箱
屋
形
屋
根
を
も
ち
屋
上
に
宝
珠
が
載
る
。
宝
珠
ま
で
の
全
高
は

一
〇
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
宝
珠
は
後
補
と
み
ら
れ
る
。
側
面
四
面
に

は
四
方
開
き
の
扉
が
全
八
枚
付
い
て
い
る
。
扉
の
裏
面
に
描
か
れ
て
い
る
絵
は
仏

伝
図
で
、「
生
兜
率
天
」
の
場
面
か
ら
始
ま
り
右
回
り
で
一
周
し
「
分
舎
利
」
の

場
面
で
終
わ
る
。
扉
に
絵
が
描
か
れ
て
い
る
厨
子
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
本
厨

子
の
よ
う
に
仏
伝
図
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
極
め
て
珍
し
い
。
法
隆
寺
の
玉
虫
厨

子
の
よ
う
に
本
生
譚
（
ジ
ャ
ー
タ
カ
）
が
描
か
れ
て
い
る
作
例
や
清
涼
寺
旧
厨
子

の
よ
う
に
諸
天
を
描
く
例
が
あ
る
が
仏
伝
図
は
扉
絵
の
主
題
と
し
て
は
稀
少
で
あ

る
。
ま
た
仏
伝
が
描
か
れ
て
い
る
例
は
管
見
の
限
り
、
南
北
朝
時
代
制
作
の
大
阪
・

施
福
寺
蔵
「
舎
利
厨
子
」
の
み
で
あ
る
。
施
福
寺
の
舎
利
厨
子
は
極
め
て
小
型
で

あ
る
。
つ
ま
り
本
厨
子
は
扉
絵
を
伴
う
厨
子
の
中
で
も
稀
少
な
作
例
で
あ
り
、
中

世
仏
伝
扉
絵
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
清
涼
寺
仏
伝
扉
絵
厨
子

の
仏
伝
図
を
取
り
上
げ
、
そ
の
図
像
や
場
面
の
特
徴
、
場
面
の
順
序
を
考
察
し
、

こ
の
厨
子
に
描
か
れ
た
仏
伝
図
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
清
凉
寺
仏
伝
扉
絵
厨
子

　
仏
伝
扉
絵
厨
子
は
現
在
、
釈
迦
堂
本
尊
に
向
か
っ
て
左
後
方
に
安
置
さ
れ
て
い

る
。
厨
子
は
上
下
面
が
正
方
形
で
各
側
面
に
四
方
開
き
の
扉
が
付
く
、
全
高
一
○

四
セ
ン
チ
、
幅
及
び
奥
行
き
は
四
八
・
四
セ
ン
チ
、
各
側
面
の
扉
は
高
さ
七
三
・
八

セ
ン
チ
、
幅
一
五
・
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
・
一
セ
ン
チ
、
框
は
高
さ
六
・
六
セ
ン
チ
、

幅
と
奥
行
き
は
五
〇
・
八
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。
現
在
厨
子
の
中
に
は

何
も
納
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
元
来
中
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、

厨
子
内
の
広
さ
や
扉
の
仏
伝
図
か
ら
推
測
す
る
と
釈
迦
像
立
像
だ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
『
嵯
峨
清
凉
寺
霊
宝
目
録（

１
）』

に
は

舎
利
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
舎
利
を
収
め
た
厨
子
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
舎

利
容
器
を
い
れ
た
厨
子
は
施
福
寺
蔵
円
筒
形
舎
利
厨
子
ほ
ど
で
は
な
く
と
も
概
ね

小
型
で
あ
る
。
縦
長
の
寸
法
を
勘
案
す
れ
ば
小
型
の
釈
迦
如
来
立
像
で
は
な
か
っ

た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）『
嵯
峨
霊
仏
開
帳
志（

２
）

』
に

も
本
作
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
各
面
全
八
枚
の
観
音
扉
の
裏
側
に
描
か
れ
た
仏
伝
図
に
つ
い
て
は
次
項
で
詳
し

く
検
討
す
る
。

二
　
清
凉
寺
仏
伝
厨
子
扉
の
仏
伝
図

　
清
凉
寺
仏
伝
扉
絵
厨
子
の
八
枚
の
扉
に
は
仏
伝
か
ら
の
場
面
が
描
か
れ
て
い

る
。
一
部
不
明
な
絵
も
あ
る
が
、
全
体
で
十
七
か
ら
十
八
場
面
確
認
で
き
る
。
配

置
に
つ
い
て
は
「
清
涼
寺
蔵
釈
迦
仏
伝
扉
絵
厨
子
場
面
配
置
図
」（
図
２
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。「
生
兜
率
天
」
か
ら
、「
下
天
託
胎
」、「
誕
生
」、「
二
龍
灌
水
」、「
四

門
出
遊
」、「
棄
捨
苦
行
」、「
降
魔
」、「
二
商
人
供
養
」、「
吉
祥
草
座
」、「
初
転
法

輪
」、「
二
頭
の
象
」、「
涅
槃
」、「
金
棺
出
現
」、「
金
棺
不
動
」、「
荼
毘
」、「
分
舎

利
」
へ
と
続
く
。
以
降
各
扉
に
描
か
れ
た
仏
伝
場
面
の
詳
細
を
述
べ
る
。
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き
る
。

　
本
厨
子
は
箱
屋
形
屋
根
を
も
ち
屋
上
に
宝
珠
が
載
る
。
宝
珠
ま
で
の
全
高
は

一
〇
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
宝
珠
は
後
補
と
み
ら
れ
る
。
側
面
四
面
に

は
四
方
開
き
の
扉
が
全
八
枚
付
い
て
い
る
。
扉
の
裏
面
に
描
か
れ
て
い
る
絵
は
仏

伝
図
で
、「
生
兜
率
天
」
の
場
面
か
ら
始
ま
り
右
回
り
で
一
周
し
「
分
舎
利
」
の

場
面
で
終
わ
る
。
扉
に
絵
が
描
か
れ
て
い
る
厨
子
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
本
厨

子
の
よ
う
に
仏
伝
図
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
極
め
て
珍
し
い
。
法
隆
寺
の
玉
虫
厨

子
の
よ
う
に
本
生
譚
（
ジ
ャ
ー
タ
カ
）
が
描
か
れ
て
い
る
作
例
や
清
涼
寺
旧
厨
子

の
よ
う
に
諸
天
を
描
く
例
が
あ
る
が
仏
伝
図
は
扉
絵
の
主
題
と
し
て
は
稀
少
で
あ

る
。
ま
た
仏
伝
が
描
か
れ
て
い
る
例
は
管
見
の
限
り
、
南
北
朝
時
代
制
作
の
大
阪
・

施
福
寺
蔵
「
舎
利
厨
子
」
の
み
で
あ
る
。
施
福
寺
の
舎
利
厨
子
は
極
め
て
小
型
で

あ
る
。
つ
ま
り
本
厨
子
は
扉
絵
を
伴
う
厨
子
の
中
で
も
稀
少
な
作
例
で
あ
り
、
中

世
仏
伝
扉
絵
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
清
涼
寺
仏
伝
扉
絵
厨
子

の
仏
伝
図
を
取
り
上
げ
、
そ
の
図
像
や
場
面
の
特
徴
、
場
面
の
順
序
を
考
察
し
、

こ
の
厨
子
に
描
か
れ
た
仏
伝
図
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
清
凉
寺
仏
伝
扉
絵
厨
子

　
仏
伝
扉
絵
厨
子
は
現
在
、
釈
迦
堂
本
尊
に
向
か
っ
て
左
後
方
に
安
置
さ
れ
て
い

る
。
厨
子
は
上
下
面
が
正
方
形
で
各
側
面
に
四
方
開
き
の
扉
が
付
く
、
全
高
一
○

四
セ
ン
チ
、
幅
及
び
奥
行
き
は
四
八
・
四
セ
ン
チ
、
各
側
面
の
扉
は
高
さ
七
三
・
八

セ
ン
チ
、
幅
一
五
・
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
・
一
セ
ン
チ
、
框
は
高
さ
六
・
六
セ
ン
チ
、

幅
と
奥
行
き
は
五
〇
・
八
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。
現
在
厨
子
の
中
に
は

何
も
納
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
元
来
中
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、

厨
子
内
の
広
さ
や
扉
の
仏
伝
図
か
ら
推
測
す
る
と
釈
迦
像
立
像
だ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
『
嵯
峨
清
凉
寺
霊
宝
目
録（

１
）』

に
は

舎
利
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
舎
利
を
収
め
た
厨
子
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
舎

利
容
器
を
い
れ
た
厨
子
は
施
福
寺
蔵
円
筒
形
舎
利
厨
子
ほ
ど
で
は
な
く
と
も
概
ね

小
型
で
あ
る
。
縦
長
の
寸
法
を
勘
案
す
れ
ば
小
型
の
釈
迦
如
来
立
像
で
は
な
か
っ

た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）『
嵯
峨
霊
仏
開
帳
志（

２
）

』
に

も
本
作
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
各
面
全
八
枚
の
観
音
扉
の
裏
側
に
描
か
れ
た
仏
伝
図
に
つ
い
て
は
次
項
で
詳
し

く
検
討
す
る
。

二
　
清
凉
寺
仏
伝
厨
子
扉
の
仏
伝
図

　
清
凉
寺
仏
伝
扉
絵
厨
子
の
八
枚
の
扉
に
は
仏
伝
か
ら
の
場
面
が
描
か
れ
て
い

る
。
一
部
不
明
な
絵
も
あ
る
が
、
全
体
で
十
七
か
ら
十
八
場
面
確
認
で
き
る
。
配

置
に
つ
い
て
は
「
清
涼
寺
蔵
釈
迦
仏
伝
扉
絵
厨
子
場
面
配
置
図
」（
図
２
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。「
生
兜
率
天
」
か
ら
、「
下
天
託
胎
」、「
誕
生
」、「
二
龍
灌
水
」、「
四

門
出
遊
」、「
棄
捨
苦
行
」、「
降
魔
」、「
二
商
人
供
養
」、「
吉
祥
草
座
」、「
初
転
法

輪
」、「
二
頭
の
象
」、「
涅
槃
」、「
金
棺
出
現
」、「
金
棺
不
動
」、「
荼
毘
」、「
分
舎

利
」
へ
と
続
く
。
以
降
各
扉
に
描
か
れ
た
仏
伝
場
面
の
詳
細
を
述
べ
る
。
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正
面
右
扉

　
最
初
の
場
面
は
正
面
向
か
っ
て
右
扉
上
部
の
「
生
兜
率
天（

３
）」

と
見
ら
れ
る
場
面

（
図
３
）
で
あ
る
。
釈
迦
が
菩
薩
と
し
て
兜
率
天
に
生
ま
れ
た
場
面
で
、
菩
薩
は

諸
天
に
囲
ま
れ
て
五
重
の
屋
根
を
持
つ
建
物
中
に
坐
す
る
。
建
物
の
前
に
は
五
人

の
天
人
が
跪
き
、
合
掌
し
て
い
る
。
こ
の
図
は
菩
薩
が
閻
浮
提
に
降
下
す
る
、
つ

ま
り
人
間
界
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
決
意
し
た
場
面
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　
雲
で
仕
切
ら
れ
た
そ
の
下
は
「
下
天
託
胎
」
の
場
面
（
図
４
）
と
見
ら
れ
る
。

背
中
に
宝
珠
を
乗
せ
た
白
象
が
雲
に
乗
っ
て
現
れ
て
い
る
の
は
、
摩
耶
夫
人
の
見

た
夢
で
あ
る（

４
）。

そ
の
下
の
建
物
の
中
の
玉
座
に
座
る
女
性
は
摩
耶
夫
人
で
、
前
に

跪
い
て
い
る
人
物
は
占
い
師
だ
ろ
う
か
。
摩
耶
夫
人
の
夢
を
占
っ
た
占
い
師
は
、

太
子
は
転
輪
聖
王
と
な
る
か
、
出
家
す
れ
ば
仏
陀
と
な
る
と
予
言
す
る（

５
）。

　
そ
の
下
方
に
は
象
に
乗
る
男
性
と
女
性
の
乗
る
人
力
車
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

象
に
乗
っ
て
い
る
の
は
浄
飯
王
で
、
人
力
車
に
乗
っ
て
い
る
の
は
摩
耶
夫
人
で
は

な
い
か
と
見
ら
れ
る
（
図
５
）。
こ
の
場
面
は
浄
飯
王
が
摩
耶
夫
人
を
妻
に
迎
え

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
釈
迦
の
本
地
』
流
布
本
系（

６
）

に
よ
れ
ば
、
五
十

歳
に
な
っ
て
も
子
の
な
い
浄
飯
王
が
、
占
い
で
摩
耶
夫
人
を
探
し
出
し
て
摩
耶
夫

人
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
内
容
が
本
来
の
仏
伝
か
ら
増
幅
さ
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
仏
伝
図
に
は
な
い
内
容
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
大
い
に
興
味
を
ひ
く
と

こ
ろ
で
あ
る
。

正
面
左
扉

　
正
面
左
扉
の
下
部
は
、
摩
耶
夫
人
が
出
産
の
た
め
に
里
帰
り
す
る
途
中
で
ル
ン

ビ
ニ
ー
園
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
で
、
樹
の
枝
を
右
手
で
掴
み
、
右
脇
か
ら
悉
多

太
子
（
以
下
、
太
子
）
が
生
ま
れ
た
「
誕
生
」
の
場
面
と
見
ら
れ
る
（
図
６
）。「
根

本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雜
事（

７
）」

に
は
帝
釈
天
が
生
ま
れ
た
太
子
を
受
け
取
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
人
物
が
両
手
で
衣
を
捧
げ
て
い
る
。
人
物
は
服
装

か
ら
四
天
王
の
一
人
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
下
は
太
子
が
七
歩
進
み
、

足
下
に
蓮
華
が
開
い
た
「
七
歩
蓮
華
」
の
場
面
で
右
手
で
天
、
左
手
で
地
を
指
し

「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と
宣
言
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る（

８
）（

図
７
）。

　
山
や
霞
で
区
切
ら
れ
た
扉
上
部
は
、
太
子
の
誕
生
を
祝
し
て
難
陀
・
優
婆
難
陀

の
二
竜
王
が
産
湯
を
注
ぐ
「
二
龍
灌
水
」
あ
る
い
は
「
龍
王
灌
水（

９
）」

と
呼
ば
れ
る

場
面
と
見
ら
れ
（
図
７
）、
太
子
は
蓮
台
の
上
に
立
ち
右
手
で
天
を
左
手
で
地
を

指
す
。
太
子
の
上
方
で
赤
と
緑
の
二
龍
王
が
向
き
合
い
、
口
か
ら
温
水
と
冷
水
を

吹
き
出
し
て
太
子
に
注
い
で
い
る
。
太
子
の
周
り
に
は
四
天
王
、
帝
釈
天
、
な
ど

諸
天
が
集
ま
っ
て
い
る
。

左
面
右
扉

　
左
面
の
右
扉
下
部
で
建
物
内
に
い
る
人
物
は
浄
飯
王
と
見
ら
れ
（
図
８
）、
太

子
は
さ
ら
に
下
方
で
馬
車
に
乗
り
、
家
来
に
囲
ま
れ
て
カ
ピ
ラ
城
か
ら
外
出
し
て

い
る
（
図
９
）。
馬
の
前
に
は
老
人
が
立
っ
て
い
る
。
建
物
壁
の
外
に
立
つ
人
物

は
頭
の
毛
を
剃
り
、
袈
裟
を
纏
っ
て
い
る
の
で
出
家
修
行
者
だ
ろ
う
。
建
物
の
上

方
に
は
棺
を
運
ぶ
人
物
と
そ
の
隣
に
泣
い
て
い
る
人
物
が
い
る
。
以
上
の
ほ
か
病

人
も
描
か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
場
面
は
「
四
門
出
遊）

（1
（

」
で
あ
ろ
う
。

　
上
記
に
記
し
た
、
浄
飯
王
が
建
物
内
に
描
か
れ
、
太
子
が
カ
ピ
ラ
城
の
外
で
老
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人
、
病
人
、
死
人
、
出
家
修
行
者
を
見
る
様
子
を
描
く
図
像
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
蔵
「
仏
伝
図
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
浄
飯
王
が
い
る
カ
ピ
ラ
城
の
上

方
に
は
城
か
ら
出
る
太
子
の
姿
も
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
。
本
作
で
は
太
子
は
愛

馬
の
健
陟
（
カ
ン
タ
カ
）
に
乗
り
、
四
天
王
、
天
蓋
を
手
に
し
た
帝
釈
天
、
車
匿

（
チ
ャ
ン
ナ
）
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
全
て
の
人
物
は
雲
に
乗
り
、
城
か
ら
出
て
き

た
様
子
を
表
し
、「
出
家）

（（
（

」
の
場
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
10
）。

　
同
じ
扉
の
上
部
と
下
部
と
は
山
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
一
人
の
天
人
が
太
子
の

髪
を
切
り
、
そ
の
前
に
は
帝
釈
天
が
布
を
両
手
で
差
し
出
し
て
太
子
の
髪
を
受
け

取
る）

（1
（

。
そ
の
横
に
は
太
子
が
自
ら
髪
を
切
っ
て
い
る
「
剃
髪
」
の
場
面
が
あ
る
。

太
子
の
前
で
は
、
車
匿
は
太
子
が
身
に
付
け
て
い
た
装
飾
品
を
布
に
の
せ
両
手
で

捧
げ
て
い
る
。
太
子
の
隣
で
は
弓
を
も
っ
た
人
物
が
自
ら
の
着
物
を
太
子
の
方
に

差
し
出
し
て
交
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
図
11
）。
こ
の
場
面
の
下
に
は
悲
し
む

車
匿
が
健
陟
を
連
れ
て
カ
ピ
ラ
城
へ
帰
る
場
面
も
見
ら
れ
る
（
図
12
）。「
出
家
」

の
場
面
で
天
人
が
太
子
の
髪
を
切
る
の
は
珍
し
い
。

左
面
左
扉

　
左
扉
の
下
部
は
、
ス
ジ
ャ
ー
タ
が
女
性
に
化
現
し
た
天
人
か
ら
乳
粥
を
受
け
取

る
場
面
（
図
13
）
で
あ
る
。
霞
上
部
の
中
央
部
分
で
は
苦
行
林
で
樹
下
に
趺
坐
し

て
い
る
太
子
に
ス
ジ
ャ
ー
タ
が
乳
粥
を
献
上
し
て
い
る
（
図
14
）。「
棄
捨
苦
行）

（1
（

」

の
場
面
で
あ
ろ
う
。

　
扉
上
部
に
は
、「
降
魔）

（1
（

」
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
15
）。
菩
提
樹
下
に
趺

坐
し
た
太
子
に
、
悪
魔
達
が
矛
や
弓
、
剣
を
手
に
し
て
攻
め
か
け
て
い
る
が
、
太

子
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
き
た
矢
や
剣
は
折
れ
、
太
子
の
周
り
で
花
び
ら
に
変
わ
っ

て
い
る
。
左
下
の
女
性
達
は
太
子
を
誘
惑
し
た
魔
王
の
娘
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

裏
面
右
扉

　
扉
の
下
部
で
釈
迦
（
以
下
、
釈
迦
）
は
岩
の
前
に
立
ち
、
そ
の
下
方
で
は
二
人

の
人
物
が
皿
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ト
ラ
プ
シ
ャ
と
バ
ッ
リ
カ
が
蜂
蜜
と
砂

糖
キ
ビ
が
入
っ
た
皿
を
献
上
す
る
「
二
商
人
供
養
」
の
場
面
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
釈
迦
は
鉢
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
布
施
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
四
天
王
は
石
の
鉢
を
釈
迦
に
献
上
し
た
。
こ
れ
は
「
四

天
王
奉
鉢）

（1
（

」
の
場
面
だ
ろ
う
（
図
16
）。

　
扉
上
部
で
は
釈
迦
が
岩
山
の
前
の
樹
下
で
草
を
敷
い
て
座
っ
て
い
る
。
あ
る
人

物
が
草
を
手
に
し
て
釈
迦
に
献
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
吉
祥
草
と
呼
ば
れ
る
草

の
束
を
、
座
禅
の
時
に
敷
く
た
め
に
草
刈
り
人
が
献
上
す
る
「
吉
祥
草
座
」（
図

17
）
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
羅
摩
経
、
僧
一
阿
含
経
、
四
分
律
、
五
分
律
、
根
本
有

部
律）

（1
（

な
ど
で
は
、
釈
迦
は
ス
ジ
ャ
ー
タ
か
ら
乳
粥
を
受
け
取
り
、
そ
の
後
瞑
想
す

る
場
所
へ
と
向
か
っ
て
い
る
途
中
で
草
を
受
け
取
り
、
そ
の
草
を
樹
下
に
敷
い
て

そ
の
上
で
瞑
想
し
て
、
降
魔
の
場
面
へ
と
続
く
。
こ
の
場
面
は
釈
迦
が
成
道
す
る

前
の
場
面
の
は
ず
だ
が
、
こ
の
扉
で
は
成
道
と
初
転
法
輪
の
間
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
順
序
が
何
を
典
拠
と
し
て
い
る
の
か
検
討
が
必
要
と
な
る
。

裏
面
左
扉

　
扉
の
上
部
で
は
、
釈
迦
は
樹
下
の
六
角
宝
壇
上
の
蓮
華
に
趺
坐
し
、
右
手
で
施

44奈良大学大学院研究年報　第29号（2024年）

無
畏
印
、
左
手
で
与
願
印
を
結
ん
で
い
る
。
釈
迦
の
両
側
に
は
菩
薩
あ
る
い
は
天

人
ら
し
き
人
物
が
い
る
。
ま
た
釈
迦
の
右
手
側
に
は
五
比
丘
と
思
わ
れ
る
人
物
が

現
れ
て
い
る
。
鹿
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
鹿
野
園
を
表
わ
す
と
み
ら
れ
る
か
ら
「
初

転
法
輪）

（1
（

」
の
場
面
で
あ
る
と
推
測
す
る
（
図
18
）。
釈
迦
の
前
に
座
し
て
い
る
人

物
達
や
天
人
、
立
っ
て
い
る
比
丘
た
ち
は
、
み
な
釈
迦
に
向
か
っ
て
合
掌
し
、
釈

迦
の
説
法
を
聞
い
て
い
る
。

　
扉
の
下
部
に
は
誰
も
乗
っ
て
い
な
い
車
が
二
台
並
び
、
車
の
下
方
に
は
二
頭
の

象
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
19
）。
象
の
一
頭
は
横
た
わ
り
緑
色
の
綱
を
背
中
に
載

せ
、
そ
の
隣
に
立
っ
て
い
る
象
は
赤
い
綱
を
背
中
に
載
せ
て
い
る
。
赤
い
綱
の
象

は
左
右
で
六
本
の
牙
を
持
つ
。
馬
車
の
上
方
に
描
か
れ
て
い
る
二
人
の
人
物
と
下

方
の
人
物
の
服
装
や
頭
の
飾
り
を
比
較
す
る
と
、
下
方
の
人
物
は
上
の
人
物
の
家

来
だ
ろ
う
。
周
り
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
に
は
様
々
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
相
手

を
指
し
て
言
い
争
い
し
て
い
る
よ
う
な
人
物
や
地
面
に
顔
を
向
け
て
悲
し
そ
う
な

様
子
の
人
物
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
仏
伝
に
象
が
登
場
す
る
場
面
に
「
酔
象
調

伏
」
が
あ
る
。
提
婆
達
多
（
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
）
が
ナ
ー
ラ
ー
ギ
リ
（
あ
る
い
は

守
財
、
護
財
）
と
い
う
凶
暴
な
人
殺
し
の
象
を
使
い
釈
迦
を
殺
害
し
よ
う
と
し
た

場
面
だ
が
、
こ
の
絵
の
中
に
は
釈
迦
が
現
れ
て
い
な
い
こ
と
や
象
が
一
頭
で
な
く

二
頭
い
る
こ
と
か
ら
「
酔
象
調
伏）

（1
（

」
の
場
面
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
釈
迦
は
「
初
転
法
輪
」
の
後
に
何
度
か
説
法
し
、
様
々
な
身
分
の
信
者
や
出
家

し
て
弟
子
と
な
っ
た
者
も
増
え
た
。
釈
迦
の
前
に
座
し
て
い
る
人
物
達
は
釈
迦
の

説
法
を
聞
き
に
来
た
様
々
な
国
の
王
で
、
天
人
の
隣
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
弟
子

と
な
っ
た
比
丘
で
は
な
い
か
。
下
部
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
、
車
、
象
は
説
法
を

遠
く
か
ら
聞
き
に
来
た
王
の
家
来
や
乗
り
物
だ
と
推
測
す
る
。

右
面
右
扉

　
右
面
右
扉
の
上
部
に
は
「
涅
槃）

（1
（

」
の
場
面
で
あ
る
。
沙
羅
双
樹
が
宝
台
の
四

方
に
二
本
ず
つ
、
計
八
本
描
か
れ
て
い
る
。
釈
迦
は
寝
台
上
に
横
臥
し
、
偏
袒
右

肩
で
胸
の
部
分
は
広
く
空
い
て
い
る
。
右
脇
を
下
に
し
て
右
臂
を
屈
し
て
、
手
は

衣
で
隠
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
手
枕
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
寝
台
は
左
側
面
を
見

せ
る
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
釈
迦
頭
上
の
樹
木
に
は
赤
い
衣
鉢
袋
が
結
ば
れ
て
い

る
錫
杖
が
掛
か
っ
て
い
る
。
釈
迦
の
周
り
に
は
様
々
な
人
物
や
動
物
達
が
集
ま
っ

て
、
両
足
を
掴
ん
で
い
る
女
性
や
悲
し
ん
で
い
る
様
子
の
人
物
が
見
ら
れ
る
。
上

部
左
側
に
摩
耶
夫
人
が
阿
那
律
や
天
人
と
共
に
雲
に
乗
っ
て
釈
迦
の
方
へ
向
か
っ

て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
る
（
図
20
）。

　
涅
槃
図
や
釈
迦
八
相
図
に
描
か
れ
て
い
る
寝
台
は
二
つ
の
形
式
に
別
れ
て
い

る
。
第
一
様
式
は
古
い
形
式
で
、
平
安
後
期
か
ら
室
町
時
代
ま
で
作
例
が
見
ら
れ

る
。
涅
槃
図
最
古
の
作
品
、
平
安
後
期
の
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
制
作
の
和
歌

山
金
剛
峯
寺
本
を
始
め
と
す
る
。
寝
台
に
向
か
っ
て
右
側
面
を
見
せ
る
よ
う
に
描

く
。
第
二
様
式
は
鎌
倉
時
代
に
現
れ
る
。
釈
迦
を
頭
の
方
か
ら
見
た
構
図
で
、
寝

台
に
向
か
っ
て
左
側
面
を
見
せ
る
よ
う
に
描
く）

（1
（

。
本
厨
子
は
鎌
倉
時
代
か
ら
現
れ

る
第
二
様
式
に
属
す
る
。

　
第
二
様
式
の
中
で
最
も
図
像
が
一
致
す
る
作
例
の
一
つ
は
十
三
世
紀
頃
の
制
作

と
さ
れ
る
京
都
万
寿
寺
の
「
涅
槃
変
相
図
」
で
あ
る）

11
（

。
寝
台
に
向
か
っ
て
左
側
面

を
見
せ
、
女
性
が
釈
迦
の
両
足
を
掴
ん
で
い
る
様
子
や
赤
い
衣
鉢
袋
が
結
ば
れ
た
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無
畏
印
、
左
手
で
与
願
印
を
結
ん
で
い
る
。
釈
迦
の
両
側
に
は
菩
薩
あ
る
い
は
天

人
ら
し
き
人
物
が
い
る
。
ま
た
釈
迦
の
右
手
側
に
は
五
比
丘
と
思
わ
れ
る
人
物
が

現
れ
て
い
る
。
鹿
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
鹿
野
園
を
表
わ
す
と
み
ら
れ
る
か
ら
「
初

転
法
輪）

（1
（

」
の
場
面
で
あ
る
と
推
測
す
る
（
図
18
）。
釈
迦
の
前
に
座
し
て
い
る
人

物
達
や
天
人
、
立
っ
て
い
る
比
丘
た
ち
は
、
み
な
釈
迦
に
向
か
っ
て
合
掌
し
、
釈

迦
の
説
法
を
聞
い
て
い
る
。

　
扉
の
下
部
に
は
誰
も
乗
っ
て
い
な
い
車
が
二
台
並
び
、
車
の
下
方
に
は
二
頭
の

象
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
19
）。
象
の
一
頭
は
横
た
わ
り
緑
色
の
綱
を
背
中
に
載

せ
、
そ
の
隣
に
立
っ
て
い
る
象
は
赤
い
綱
を
背
中
に
載
せ
て
い
る
。
赤
い
綱
の
象

は
左
右
で
六
本
の
牙
を
持
つ
。
馬
車
の
上
方
に
描
か
れ
て
い
る
二
人
の
人
物
と
下

方
の
人
物
の
服
装
や
頭
の
飾
り
を
比
較
す
る
と
、
下
方
の
人
物
は
上
の
人
物
の
家

来
だ
ろ
う
。
周
り
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
に
は
様
々
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
相
手

を
指
し
て
言
い
争
い
し
て
い
る
よ
う
な
人
物
や
地
面
に
顔
を
向
け
て
悲
し
そ
う
な

様
子
の
人
物
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
仏
伝
に
象
が
登
場
す
る
場
面
に
「
酔
象
調

伏
」
が
あ
る
。
提
婆
達
多
（
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
）
が
ナ
ー
ラ
ー
ギ
リ
（
あ
る
い
は

守
財
、
護
財
）
と
い
う
凶
暴
な
人
殺
し
の
象
を
使
い
釈
迦
を
殺
害
し
よ
う
と
し
た

場
面
だ
が
、
こ
の
絵
の
中
に
は
釈
迦
が
現
れ
て
い
な
い
こ
と
や
象
が
一
頭
で
な
く

二
頭
い
る
こ
と
か
ら
「
酔
象
調
伏）

（1
（

」
の
場
面
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
釈
迦
は
「
初
転
法
輪
」
の
後
に
何
度
か
説
法
し
、
様
々
な
身
分
の
信
者
や
出
家

し
て
弟
子
と
な
っ
た
者
も
増
え
た
。
釈
迦
の
前
に
座
し
て
い
る
人
物
達
は
釈
迦
の

説
法
を
聞
き
に
来
た
様
々
な
国
の
王
で
、
天
人
の
隣
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
弟
子

と
な
っ
た
比
丘
で
は
な
い
か
。
下
部
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
、
車
、
象
は
説
法
を

遠
く
か
ら
聞
き
に
来
た
王
の
家
来
や
乗
り
物
だ
と
推
測
す
る
。

右
面
右
扉

　
右
面
右
扉
の
上
部
に
は
「
涅
槃）

（1
（

」
の
場
面
で
あ
る
。
沙
羅
双
樹
が
宝
台
の
四

方
に
二
本
ず
つ
、
計
八
本
描
か
れ
て
い
る
。
釈
迦
は
寝
台
上
に
横
臥
し
、
偏
袒
右

肩
で
胸
の
部
分
は
広
く
空
い
て
い
る
。
右
脇
を
下
に
し
て
右
臂
を
屈
し
て
、
手
は

衣
で
隠
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
手
枕
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
寝
台
は
左
側
面
を
見

せ
る
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
釈
迦
頭
上
の
樹
木
に
は
赤
い
衣
鉢
袋
が
結
ば
れ
て
い

る
錫
杖
が
掛
か
っ
て
い
る
。
釈
迦
の
周
り
に
は
様
々
な
人
物
や
動
物
達
が
集
ま
っ

て
、
両
足
を
掴
ん
で
い
る
女
性
や
悲
し
ん
で
い
る
様
子
の
人
物
が
見
ら
れ
る
。
上

部
左
側
に
摩
耶
夫
人
が
阿
那
律
や
天
人
と
共
に
雲
に
乗
っ
て
釈
迦
の
方
へ
向
か
っ

て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
る
（
図
20
）。

　
涅
槃
図
や
釈
迦
八
相
図
に
描
か
れ
て
い
る
寝
台
は
二
つ
の
形
式
に
別
れ
て
い

る
。
第
一
様
式
は
古
い
形
式
で
、
平
安
後
期
か
ら
室
町
時
代
ま
で
作
例
が
見
ら
れ

る
。
涅
槃
図
最
古
の
作
品
、
平
安
後
期
の
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
制
作
の
和
歌

山
金
剛
峯
寺
本
を
始
め
と
す
る
。
寝
台
に
向
か
っ
て
右
側
面
を
見
せ
る
よ
う
に
描

く
。
第
二
様
式
は
鎌
倉
時
代
に
現
れ
る
。
釈
迦
を
頭
の
方
か
ら
見
た
構
図
で
、
寝

台
に
向
か
っ
て
左
側
面
を
見
せ
る
よ
う
に
描
く）

（1
（

。
本
厨
子
は
鎌
倉
時
代
か
ら
現
れ

る
第
二
様
式
に
属
す
る
。

　
第
二
様
式
の
中
で
最
も
図
像
が
一
致
す
る
作
例
の
一
つ
は
十
三
世
紀
頃
の
制
作

と
さ
れ
る
京
都
万
寿
寺
の
「
涅
槃
変
相
図
」
で
あ
る）

11
（

。
寝
台
に
向
か
っ
て
左
側
面

を
見
せ
、
女
性
が
釈
迦
の
両
足
を
掴
ん
で
い
る
様
子
や
赤
い
衣
鉢
袋
が
結
ば
れ
た
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錫
杖
が
見
ら
れ
る
。
本
厨
子
と
同
じ
く
上
部
左
側
か
ら
摩
耶
夫
人
釈
迦
の
方
へ
向

か
っ
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
る
。
他
に
は
十
三
世
紀
制
作
鹿
児
島
龍
厳
寺
の
「
釈

迦
八
相
涅
槃
図）

1（
（

」
や
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
制
作
の
広
島
持
光
寺
の
仏

伝
図）

11
（

に
も
、
涅
槃
の
構
成
に
お
い
て
類
似
し
て
い
る
。

　
扉
の
下
部
で
は
宝
台
の
上
に
置
い
て
あ
る
金
棺
の
中
か
ら
釈
迦
が
起
き
上
が
っ

て
合
掌
し
て
い
る
。
摩
耶
夫
人
と
供
に
来
た
人
物
は
金
棺
の
前
に
座
り
、
釈
迦
を

見
上
げ
て
い
る
。
錫
杖
を
持
っ
て
い
る
の
は
摩
耶
夫
人
で
、
そ
の
隣
に
座
す
比
丘

は
阿
那
律
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
金
棺
出
現）

11
（

」
の
場
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

（
図
21
）。
こ
の
場
面
の
構
図
が
類
似
す
る
作
例
は
万
寿
寺
の
「
涅
槃
変
相
図
」
で

あ
る
。

右
面
左
扉

　
扉
の
下
部
に
は
金
棺
を
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
八
人
の
男
が
描
か
れ
て
い
る
。

金
棺
は
動
か
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
天
の
力
で
金
棺
を
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
建
物
の
上
方
で
は
棺
が
雲
に
乗
っ
て
い
る
。
雲
の
先
は
建
物
の
入

り
口
か
ら
描
か
れ
て
お
り
、
天
人
が
棺
に
天
蓋
を
か
ざ
し
て
い
る
。
建
物
の
周
り

に
い
る
人
物
は
み
な
棺
を
見
上
げ
て
、
合
掌
し
て
い
る
。
天
人
の
力
で
釈
迦
の
棺

を
天
冠
寺
へ
移
す
場
面
と
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
は
「
金
棺
不
動）

11
（

」
と
推
測
で
き

る
（
図
22
、
23
）。

　
扉
の
左
上
の
位
置
で
は
薪
を
高
く
積
み
重
ね
て
、
そ
の
上
に
棺
を
置
い
て
い

る
。
釈
迦
は
棺
か
ら
足
を
出
し
、
大
迦
葉
が
釈
迦
の
足
元
で
合
掌
し
て
い
る
。
高

く
積
み
重
ね
た
薪
の
周
辺
に
人
々
が
集
ま
り
、
み
な
見
上
げ
て
合
掌
し
て
い
る
。

こ
れ
は
「
荼
毘）

11
（

」
の
場
面
で
あ
る
（
図
24
）。

　「
荼
毘
」
の
右
下
に
は
蓮
華
台
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
大
き
な
壺
が
あ
る
。
釈

迦
の
遺
骨
だ
ろ
う
。
台
の
下
に
立
ち
、
小
さ
な
壺
を
持
っ
て
い
る
人
物
は
八
国
の

国
王
で
あ
る）

11
（

。
壺
の
右
上
に
立
っ
て
い
る
人
物
は
遺
骨
を
分
配
す
る
ド
ー
ナ
バ
ラ

モ
ン
と
推
測
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
分
舎
利）

11
（

」
の
場
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図

25
）。

　
本
厨
子
の
「
金
棺
不
動
」、「
荼
毘
」、「
分
舎
利
」
の
場
面
は
龍
厳
寺
の
「
釈
迦

八
相
涅
槃
図
」
と
万
寿
寺
の
「
涅
槃
変
相
図
」
に
最
も
似
て
い
る
。「
金
棺
不
動
」

の
場
面
で
金
棺
を
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
人
物
の
様
子
、
天
人
が
金
棺
を
建
物
に

移
す
場
面
も
同
じ
で
あ
り
、
建
物
の
形
も
類
似
し
て
い
る
。「
荼
毘
」
の
構
図
も

同
じ
だ
が
、
本
厨
子
で
は
ほ
か
の
作
例
よ
り
も
高
く
薪
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
本

厨
子
に
見
ら
れ
る
「
分
舎
利
」
の
場
面
は
上
記
に
挙
げ
た
作
例
に
も
同
じ
よ
う
に

描
か
れ
て
お
り
、
他
に
は
十
三
世
紀
半
ば
制
作
の
大
阪
・
叡
福
寺
蔵
「
涅
槃
変
相

図
」
に
も
見
ら
れ
る）

11
（

。

三
　
ま
と
め

　
清
凉
寺
仏
伝
図
扉
絵
厨
子
は
万
寿
寺
蔵
「
涅
槃
変
相
図
」、
龍
厳
寺
蔵
「
釈
迦

八
相
涅
槃
図
」、
持
光
寺
蔵
「
仏
伝
図
」
な
ど
の
作
例
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
特
に
「
涅
槃
図
」、「
金
棺
出
現
」、「
金
棺
不
動
」、「
荼
毘
」、「
分
舎

利
」
の
場
面
は
す
べ
て
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
の
作
例
で
あ
り
、
最
も
類

似
し
て
い
る
作
例
は
十
三
世
紀
頃
の
制
作
と
さ
れ
る
京
都
万
寿
寺
蔵
「
涅
槃
変
相
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図
」
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
狩
野
派
の
特
徴
を
表
す
筆
法
が
見
ら
れ
な
い
た
め
本
厨

子
の
制
作
年
代
は
江
戸
時
代
ま
で
下
が
ら
な
い
。

　
関
根
俊
一
氏
に
よ
れ
ば
大
規
模
な
改
変
・
修
理
の
時
期
は
、
明
治
以
降
と
考
え

ら
れ
、
屋
根
や
扉
に
認
め
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
白
檀
塗
り
も
そ
の
時
期
の
も
の
で
あ

る
。
た
だ
剥
落
部
分
に
は
、
当
初
に
塗
布
さ
れ
た
黒
漆
が
確
認
さ
れ
る
。
制
作
年

代
や
改
修
時
を
示
す
銘
文
等
の
手
掛
か
り
は
な
い
が
、
や
や
鈍
重
な
屋
根
の
形
式

や
、
当
初
の
黒
漆
の
状
態
か
ら
見
て
、
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
製
作
さ
れ
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
さ
れ
る
。

　
つ
ま
り
厨
子
の
制
作
年
代
は
、
扉
絵
の
制
作
年
代
の
推
定
を
妨
げ
る
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
本
稿
は
調
査
の
報
告
と
し
て
ま
と
め
た
が
、
多
く
の
課
題
が
残
っ
た
。
ま
た
ど

の
よ
う
な
経
典
や
思
想
を
背
景
に
し
て
、
制
作
し
た
の
か
も
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

　
註

１
　
嵯
峨
清
凉
寺
霊
宝
目
録
（
二
〇
二
三
年
八
月
二
八
日
閲
覧
、https://kokusho.niji.ac.

　
　jp/biblio/100304609/1?1n=ja

）

２
　�

高
力
種
信
也
（『
泉
涌
寺
霊
宝
拝
見
図
嵯
峨
霊
仏
開
帳
志
』、
名
古
屋
市
博
物
館
、
二
〇

　
　
〇
六
年

３
　�『
中
阿
含
経

　
未
曾
有
経
典
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
『
大
蔵
経
』）
巻
一

号
）、
四
六
九
頁
上
、『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
破
僧
事
』（『
大
正
蔵
』）
巻
二
四
号
、

一
〇
二
頁
、『
起
世
経

　
闍
那
崛
多
訳
』（『
大
正
蔵
』）
巻
一
二
五
頁
下

４
　�『
長
阿
含
経

　
遊
行
経
』（『
大
正
蔵
』）
巻
三
号
、
一
六
頁
上
、（『
中
阿
含
経

　
未
曾

有
経
典
』（『
大
正
蔵
』）、
巻
八
号
四
七
〇
頁
上
、『
増
一
阿
含
経
巻
第
三
十
七
』（『
大

正
蔵
』）
巻
三
七
号
、
七
五
三
頁
下
、『
根
本
有
部
律

　
出
家
事
』（『
大
正
蔵
』」）
巻

二
三
号
、
一
〇
二
〇
頁
下

５
　『
根
本
有
部
律

　
破
僧
事
（『
大
正
蔵
』）
巻
二
四
号
、
一
〇
七
頁
中

６
　�

辻
英
子
（『
在
外
日
本
絵
巻
の
研
究
と
資
料
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
年
）、
四
五
一

頁

７
　『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雜
事
』（『
大
正
蔵
』）
巻
二
四
号
、
二
九
七
頁
下

８
　�『
根
本
有
部
律

　
薬
事
』（『
大
正
蔵
」）
巻
二
四
号
、
三
二
頁
下
、『
根
本
有
部
律

　
破

僧
事
』（『
大
正
蔵
』）
巻
二
四
号
、
一
〇
八
、『
根
本
有
部
律

　
雑
事
』（『
大
正
蔵
」）

巻
二
四
号
、
二
九
八
頁
上

９
　
前
揭
注
５
、一
〇
八
頁

10
　�『
四
分
律

　
受
戒
揵
度
』（『
大
正
蔵
』）
巻
二
二
号
、
七
七
九
頁
下
、『
五
分
律

　
受
戒

法
』（『
大
正
蔵
』）
巻
二
二
号
、
一
〇
一
頁
上

11
　�『
五
分
律

　
受
戒
法
』（『
大
正
蔵
』）
巻
二
二
号
、
一
〇
二
頁
上
、『
根
本
有
部
律

　
破

僧
事
』（『
大
正
蔵
』）
巻
二
四
号
、
一
一
五
頁
下

12
　�『
五
分
律

　
受
戒
法
』（『
大
正
蔵
』）
巻
二
二
号
、
一
〇
二
頁
上
、『
根
本
有
部
律

　
薬

事
』（『
大
正
蔵
』）、
巻
二
四
号
、
一
二
〇
頁
下
、『
根
本
有
部
律

　
破
僧
事
』（『
大
正

蔵
』）
巻
二
四
号
、
一
一
七
頁
中
。
以
上
で
は
太
子
が
他
人
に
髪
を
切
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
見
当
た
ら
な
い
。
自
ら
髪
を
切
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

13
　�『
四
分
律

　
受
戒
揵
度
』（『
大
正
蔵
』）
巻
二
二
号
、
七
七
九
頁
上
、『
根
本
有
部
律
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錫
杖
が
見
ら
れ
る
。
本
厨
子
と
同
じ
く
上
部
左
側
か
ら
摩
耶
夫
人
釈
迦
の
方
へ
向

か
っ
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
る
。
他
に
は
十
三
世
紀
制
作
鹿
児
島
龍
厳
寺
の
「
釈

迦
八
相
涅
槃
図）

1（
（

」
や
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
制
作
の
広
島
持
光
寺
の
仏

伝
図）

11
（

に
も
、
涅
槃
の
構
成
に
お
い
て
類
似
し
て
い
る
。

　
扉
の
下
部
で
は
宝
台
の
上
に
置
い
て
あ
る
金
棺
の
中
か
ら
釈
迦
が
起
き
上
が
っ

て
合
掌
し
て
い
る
。
摩
耶
夫
人
と
供
に
来
た
人
物
は
金
棺
の
前
に
座
り
、
釈
迦
を

見
上
げ
て
い
る
。
錫
杖
を
持
っ
て
い
る
の
は
摩
耶
夫
人
で
、
そ
の
隣
に
座
す
比
丘

は
阿
那
律
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
金
棺
出
現）

11
（

」
の
場
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

（
図
21
）。
こ
の
場
面
の
構
図
が
類
似
す
る
作
例
は
万
寿
寺
の
「
涅
槃
変
相
図
」
で

あ
る
。

右
面
左
扉

　
扉
の
下
部
に
は
金
棺
を
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
八
人
の
男
が
描
か
れ
て
い
る
。

金
棺
は
動
か
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
天
の
力
で
金
棺
を
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
建
物
の
上
方
で
は
棺
が
雲
に
乗
っ
て
い
る
。
雲
の
先
は
建
物
の
入

り
口
か
ら
描
か
れ
て
お
り
、
天
人
が
棺
に
天
蓋
を
か
ざ
し
て
い
る
。
建
物
の
周
り

に
い
る
人
物
は
み
な
棺
を
見
上
げ
て
、
合
掌
し
て
い
る
。
天
人
の
力
で
釈
迦
の
棺

を
天
冠
寺
へ
移
す
場
面
と
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
は
「
金
棺
不
動）

11
（

」
と
推
測
で
き

る
（
図
22
、
23
）。

　
扉
の
左
上
の
位
置
で
は
薪
を
高
く
積
み
重
ね
て
、
そ
の
上
に
棺
を
置
い
て
い

る
。
釈
迦
は
棺
か
ら
足
を
出
し
、
大
迦
葉
が
釈
迦
の
足
元
で
合
掌
し
て
い
る
。
高

く
積
み
重
ね
た
薪
の
周
辺
に
人
々
が
集
ま
り
、
み
な
見
上
げ
て
合
掌
し
て
い
る
。

こ
れ
は
「
荼
毘）

11
（

」
の
場
面
で
あ
る
（
図
24
）。

　「
荼
毘
」
の
右
下
に
は
蓮
華
台
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
大
き
な
壺
が
あ
る
。
釈

迦
の
遺
骨
だ
ろ
う
。
台
の
下
に
立
ち
、
小
さ
な
壺
を
持
っ
て
い
る
人
物
は
八
国
の

国
王
で
あ
る）

11
（

。
壺
の
右
上
に
立
っ
て
い
る
人
物
は
遺
骨
を
分
配
す
る
ド
ー
ナ
バ
ラ

モ
ン
と
推
測
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
分
舎
利）

11
（

」
の
場
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図

25
）。

　
本
厨
子
の
「
金
棺
不
動
」、「
荼
毘
」、「
分
舎
利
」
の
場
面
は
龍
厳
寺
の
「
釈
迦

八
相
涅
槃
図
」
と
万
寿
寺
の
「
涅
槃
変
相
図
」
に
最
も
似
て
い
る
。「
金
棺
不
動
」

の
場
面
で
金
棺
を
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
人
物
の
様
子
、
天
人
が
金
棺
を
建
物
に

移
す
場
面
も
同
じ
で
あ
り
、
建
物
の
形
も
類
似
し
て
い
る
。「
荼
毘
」
の
構
図
も

同
じ
だ
が
、
本
厨
子
で
は
ほ
か
の
作
例
よ
り
も
高
く
薪
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
本

厨
子
に
見
ら
れ
る
「
分
舎
利
」
の
場
面
は
上
記
に
挙
げ
た
作
例
に
も
同
じ
よ
う
に

描
か
れ
て
お
り
、
他
に
は
十
三
世
紀
半
ば
制
作
の
大
阪
・
叡
福
寺
蔵
「
涅
槃
変
相

図
」
に
も
見
ら
れ
る）

11
（

。

三
　
ま
と
め

　
清
凉
寺
仏
伝
図
扉
絵
厨
子
は
万
寿
寺
蔵
「
涅
槃
変
相
図
」、
龍
厳
寺
蔵
「
釈
迦

八
相
涅
槃
図
」、
持
光
寺
蔵
「
仏
伝
図
」
な
ど
の
作
例
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
特
に
「
涅
槃
図
」、「
金
棺
出
現
」、「
金
棺
不
動
」、「
荼
毘
」、「
分
舎

利
」
の
場
面
は
す
べ
て
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
の
作
例
で
あ
り
、
最
も
類

似
し
て
い
る
作
例
は
十
三
世
紀
頃
の
制
作
と
さ
れ
る
京
都
万
寿
寺
蔵
「
涅
槃
変
相
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図
」
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
狩
野
派
の
特
徴
を
表
す
筆
法
が
見
ら
れ
な
い
た
め
本
厨

子
の
制
作
年
代
は
江
戸
時
代
ま
で
下
が
ら
な
い
。

　
関
根
俊
一
氏
に
よ
れ
ば
大
規
模
な
改
変
・
修
理
の
時
期
は
、
明
治
以
降
と
考
え

ら
れ
、
屋
根
や
扉
に
認
め
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
白
檀
塗
り
も
そ
の
時
期
の
も
の
で
あ

る
。
た
だ
剥
落
部
分
に
は
、
当
初
に
塗
布
さ
れ
た
黒
漆
が
確
認
さ
れ
る
。
制
作
年

代
や
改
修
時
を
示
す
銘
文
等
の
手
掛
か
り
は
な
い
が
、
や
や
鈍
重
な
屋
根
の
形
式

や
、
当
初
の
黒
漆
の
状
態
か
ら
見
て
、
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
製
作
さ
れ
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
さ
れ
る
。

　
つ
ま
り
厨
子
の
制
作
年
代
は
、
扉
絵
の
制
作
年
代
の
推
定
を
妨
げ
る
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
本
稿
は
調
査
の
報
告
と
し
て
ま
と
め
た
が
、
多
く
の
課
題
が
残
っ
た
。
ま
た
ど

の
よ
う
な
経
典
や
思
想
を
背
景
に
し
て
、
制
作
し
た
の
か
も
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

　
註

１
　
嵯
峨
清
凉
寺
霊
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目
録
（
二
〇
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年
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仏
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。
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図１　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子

図２　清涼寺蔵釈迦仏伝扉絵厨子場面配置
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図３　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「生兜率天」正面右扉上部

図５　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「浄飯王と摩耶夫人」正面右扉下部

図６　釈迦仏伝扉絵厨子
「誕生」、「天上天下唯我独尊」、
「七歩蓮華」、「獅子吼」

正面左扉上部

図４　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「下天託胎」正面右扉下部
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図３　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「生兜率天」正面右扉上部

図５　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「浄飯王と摩耶夫人」正面右扉下部

図６　釈迦仏伝扉絵厨子
「誕生」、「天上天下唯我独尊」、
「七歩蓮華」、「獅子吼」

正面左扉上部

図４　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「下天託胎」正面右扉下部
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図７　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「二龍灌水」正面左扉上部

図８　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「カピラ城内にいる浄飯王」左面右扉下部

図10　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「出家」左面右扉中部

図９　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「四門出遊」左面右扉下部
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図11　釈迦仏伝扉絵厨子
「剃髪」左面右扉上部

図13　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「スジャータが天人から乳粥を受け取る」

左面左扉下部

図12　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「車匿と健陟」左面右扉上部

図14　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「スジャータが太子に乳粥を献納」

左面左扉中部
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図11　釈迦仏伝扉絵厨子
「剃髪」左面右扉上部

図13　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「スジャータが天人から乳粥を受け取る」

左面左扉下部

図12　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「車匿と健陟」左面右扉上部

図14　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「スジャータが太子に乳粥を献納」

左面左扉中部
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図15　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「降魔」左面左扉上部

図16　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「二商人供養」裏面右扉下部

図18　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「初転法輪」裏面左扉上部

図17　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「吉祥草座」裏面右扉上部
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図19　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「二頭の象」裏面左扉下部

図20　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「涅槃」右面右扉上部

図21　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「金棺出現」右面右扉下部
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図19　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「二頭の象」裏面左扉下部

図20　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「涅槃」右面右扉上部

図21　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「金棺出現」右面右扉下部
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図22　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「金棺不動」右面左扉下部

図23　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「金棺不動」右面左扉下部

図24　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「荼毘」右面左扉上部

図25　清涼寺釈迦仏伝扉絵厨子
「分舎利」右面左扉上部
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Abstract

Painting�of�the�Buddha’s�life�on�Zushi�door�panels�from�Seiryoji�Temple

Aya�TAKATA

　The�doors�of�a�Zushi�shrine� located� in� the�Shakado�of�Seiryuji�Temple�are�adorned�with�

paintings�on�all� four�sides.�These�doors�consist�of�a� total�of�eight�panels,�with� the�artwork�

painted�on� the� inner� surfaces.�Based�on� the� style� of�depicting�mountains�and� trees,� it� is�

estimated�that� these�paintings�date�back�to�the� late�16th�to�early�17th�centuries�during�the�

Muromachi�period.

　The�content�of�the�paintings�narrates�episodes�from�the�life�of�Buddha,�comprising�a�series�

of�eighteen�scenes�depicted� in�a�clockwise�sequence,� starting� from�his�birth� in� the�Tushita�

Heaven�and�culminating�with� the�distribution�of�his�relics.�However,� several�aspects�of� the�

artwork�raise� intriguing�questions.�For�example,�The�scene“Offering�of�Grass”is�a�pre-

conquest�event�of�“Conquest�of�Mara”,�but� in� this�Zushi,� it� is�depicted�as�a�post-conquest�

scene,�raising�questions�about�the�sequence�of�the�paintings.

　Furthermore,� in� the� lower�portion�of� the� scene� illustrating� the�“Setting� in�Motion� the�

Wheel�of� the�Dharma”,� two�elephants�are�depicted,�which�does�not�align�with� the� typical�

interpretation�of� the�“Conquest�of� the�Drunken�Elephant”.� It� is�conceivable� that� the�upper�

part�of�the�“First�Turning�of�the�Dharma�Wheel”�scene�relates�to�an�earlier�teaching,�possibly�

representing�the�initial�sermon,�and�is�connected�to�later�teachings.�Numerous�aspects�of�these�

paintings�remain�enigmatic,�leaving�ample�room�for�further�examination�and�analysis

Key words：①Seiryoji�Zushi�②Life�of�Buddha�story�painting�③Zushi
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